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縄文プロジェクの拠り所となる尖石、駒
形、上之段遺跡の整備を進め、面で活用
できる環境を整える。また、縄文遺跡と縄
文文化の価値、重要性、魅力を推進拠点
となる考古館の事業を通じ発信すると共
に、産業や観光分野等と連携を図り、新
たな縄文ファンを増やしていく。こうした
ハードとソフトの両面で進めていくが、具
体的な取組を検討するために、まず市の
方向性を示す必要がある。

縄文プロジェクト

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
縄文プロジェク
トの推進（1）

やや遅れている

（R4・総括評価共通）
縄文文化賞事業、縄文ホーム
ページ運営事業、日本遺産関連
事業、縄文まつりの開催などによ
り、茅野市の縄文の認知度を高
め、誘客につなげることができ
た。

（R4・総括評価共通）
第0回縄文ライフフェスティバル（H29開
催）と縄文まつりは、茅野市の縄文を知ら
しめるこれ以上ない取組で、縄文がまち
づくりに欠くことのできない要素であると
広く市民に認識された。一方で、そうした
イベントをより盛大に行うことが目的化し
た感は否めない。実行市民会議では、こ
うした点をふまえ、新たに組織体制を構
築し、内容の見直しを行い、縄文プロジェ
クトを継続するとしたが、今後どのように
展開していくのか課題である。

進捗
評価 やや遅れている 説明

（R4・総括評価共通）
公民協働による横断的な取組により、市民の「縄文」に対する関心が高まり、当市のまちづくりに
欠くことのできない地域資源として認識が深まったが、縄文プロジェクト「第2ステージ」の方向性
や組織体制を検討することができていない。

今後の重点化
施策番号 1

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明

将来の茅野市のために郷土の縄文文化が役立つことを願い、先人達が守り伝えてきた縄文史跡
や縄文時代の遺物を保存するだけでなく、その価値を考古学の世界に留めず、広く市民と共有
し、多様な市民生活にいかしていかねばならない。形（手法）が変わったとしても、縄文をいかした
（意識した）まちづくり、人づくりは継続する。

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

縄文プロジェクト実行市民会議

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

令和4年4月22日の縄文プロジェクト実行市民会議におい
て、縄文プロジェクトのあり方を検討し直し、新しい組織体
制で縄文プロジェクトを継続することが確認された。

縄文プロジェクト「第2ステージ」に向け、これまでのような委
員を人選した後に事業を策定するのではなく、事業と目指す
べき方向性を定めたうえで人選や組織体制を検討すること
としたい。

2

参加延べ人数

開催なし


